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《 業 種 別 総 括 》 

                              21 年 4月 

 

〔漁業〕 

・４月水揚げは、総漁獲量で前年を上回ったが、総漁獲金額では前年を下回った。 

〔軽種馬生産業・農業〕 

・軽種馬生産業は、馬取引は5月開催のセリ市場を前にやや活発化の動き。受胎馬の出産は予定の

8割程度が終わりほぼ順調。一方、種付は受胎頭数を減らすなど消極さがみられる。 

・農業は、野菜類は共撰出荷が始まるなど出荷シーズンを迎え生産が本格化。果物類はイチゴ生

産が盛んな動きとなった一方、燃料等経費負担抑制から冬～春期間中の生産規模が縮小された

地区もあった。花卉は｢みついし花だより｣の共撰出荷が始まり出荷数で前年を上回ったが､金

額では前年を下回った。 

・和牛は、三石地区が出荷頭数、金額ともに前年を下回り､えりも地区が出荷頭数で前年を上回り、

出荷金額で前年を下回った。総体の出荷頭数、金額はともに前年を下回った。 

〔建設業〕 

・４月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は地域活性化・生活対策補正事業等が発注規模を

押上げ件数、金額ともに前年を上回ったほか、国､道､町発注管内公共工事の総請負金額(北海道

建設業信用保証㈱の保証請負金額)でも前年を大きく上回った。 

建築確認申請件数は、全体的に個人住宅需要が弱く前年を下回った。 

〔小売業〕 

・食料品は、コンビニで売上が前年を上回った地区のほか、客足が落込み売上が前年を下回っ

た地区など地域間にバラツキがあった。スーパーは客足が伸びずやや不調。一方、一部地区

の地元小売店ではプレミアム商品券発売効果から売上がやや好調な動き。衣料品は、需要が

弱く低迷を続ける一方、一部地区でプレミアム商品券発売効果などから入進学関連商品等に

前年を上回る需要もみられた。耐久消費財の家電製品は、薄型テレビのほかエコポイントを

狙った予約注文にやや好調な動きがある一方、全般的に需要が伸び悩むなど一部地区で不調

もみられた。家具製品は、大型家具等需要の不振などから売上が前年を下回った。乗用車新

車登録台数は、前年を下回った。 

〔雇用〕 

･４月の月間有効求人倍率は、前年比求職者数の減少があったものの、求人数の減少がこれ

を上回り、0.01ポイントの低下となった。有効求人倍率は前年比18ヶ月連続で低下した。 

〔総括〕 

以上､４月の地区内経済概況は､漁業が前年比漁獲量で増加し漁獲金額で減少。軽種馬生産業

馬取引はセリ市場を前にやや活発化。農業は出荷シーズンを迎え生産が本格化。和牛出荷金額

は前年を下回った。建設業は公共工事の予算縮減等を背景に厳しい状況が続く中、地域活性

化・生活対策補正事業等が発注規模を押上げている。個人消費は一部で前年を上回る需要もあ

ったが全般的に動きが弱い。雇用面は、月間有効求人倍率が前年比18ヶ月連続で低下した。 
 
４月の地区内経済概況は、軽種馬生産業、農業等で動きが本格化するほか、建

設業では地域活性化・生活対策補正事業等による押上げがあり、全体的に低迷

感が緩む状況。 
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＊〔沿岸漁業〕なまこ､たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､さけます流し漁等。 

総漁獲量 1,661ｔ・金額 745百万円（前年同月比 152ｔ増・67百万円減）。 
 

 
 

底曳き網漁は、616ｔ・73百万円(前年同月比251ｔ増・13Ｍ増) 

かれい漁は、45ｔ・15百万円(同5ｔ増・1Ｍ増) 

たこ漁は、255ｔ・115百万円(同189ｔ減・137Ｍ減) 

つぶ漁は、316ｔ・121百万円(同増減なし・22Ｍ減) 

うに漁は、38ｔ・50百万円(同9ｔ増・16Ｍ増) 

えび漁は、4ｔ・10百万円（同増減なし・3Ｍ減） 

ほっき漁は、63ｔ・19百万円(同増減なし・7Ｍ減) 

めぬけ漁は、9ｔ・9百万円(同7ｔ増・4Ｍ増) 

なまこ漁は、5ｔ・11百万円(同1ｔ減・5Ｍ減) 

海藻漁は、14ｔ・34百万円（同3ｔ減・8Ｍ増） 

昆布出荷は、221ｔ・259百万円(同76ｔ増・79Ｍ増) 
 

・４月の水揚げは、前年比総漁獲量はたこ漁で減少したが、底曳き網漁のほか昆布出荷の増

加から前年を上回った一方、総漁獲金額ではたこ漁の落込みが大きく前年を下回った。 

魚価は､前年比うに、海藻が値を上げ、それ以外魚種で値を下げた。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は､出荷高がほぼ前年並で推移した。一方､原料昆布は前年を上回る市場出荷が続

き、市場平均価格は3ヶ月連続で前年を下回るなど低下傾向。 

・鮮魚加工は､たこ、つぶ等加工が中心で、全体的に需要が伸び悩むなど前年を下回る弱め

の動き。 
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＊〔軽種馬生産業〕 

 ・馬取引は5月開催のセリ市場を前に育成馬の下見などのほか庭先での取引がやや活発化の動

き。受胎馬の出産は予定の8割程度が終わりほぼ順調。一方、種付では産駒の生産過剰によ

る売残り不安から受胎頭数を減らすなど消極さがみられる。 

＊〔農 業〕 

 ・野菜類は、ホウレンソウ、チンゲンサイ、小松菜、椎茸等生産のほか一部地区でアスパラの

共撰出荷も始まり、出荷シーズンを迎え生産が本格化。 

 ・果物類は、イチゴ生産が盛んな動きとなった一方、燃料等経費負担抑制から冬～春期間中の

生産規模が縮小され出荷量が前年を大きく下回る地区もあった。 

 ・花卉は、｢みついし花だより｣の共撰出荷が始まり、出荷数は前年を上回ったが、出荷金額は

価格低迷から前年を下回った。 

＊〔畜産業〕 

 ・和牛は、三石地区で、前年比仔牛が出荷頭数で横ばい、出荷金額で減少、飼育牛が出荷頭数、

金額ともに減少し、総体の出荷頭数、金額が前年を下回った。価格は前年比仔牛が10万円、

飼育牛が3万円それぞれ値を下げた。 

えりも地区は、黒毛和牛10ヶ月素牛取引が、出荷頭数で前年を上回り、出荷金額で前年を下

回った。価格は前年比牡が42万円で6万円安、牝が35万円で9万円安とそれぞれ値を下げ、

牡は14ヶ月連続、牝は15ヶ月連続の低下となった。 

 

 

 

 
 

＊〔公共工事〕 

 ・４月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は58件269百万円。前年比件数で33件、金額

で160Ｍ上回った。 

・４月の国､道､町発注管内公共工事の総請負金額は 5,531 百万円で前年比 2,975 百万円増と､

前年を大きく上回った。(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額) 

＊〔土木業〕 

 ・公共工事の予算縮減等を背景に厳しい状況が続き､端境期に入り更に動きが弱まる一方､地域

活性化・生活対策補正事業等が発注規模を押上げているほか、一部地区ではやや弱めながら

順調な動きもみられた。 

＊〔建築業〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は11件で、前年を4件下回った。全体的に個人住

宅等需要が弱く、一部地区で前年を上回る動きもあったがハウスメーカーの参入がみられる

など地元業者では低調な動き。 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数 当月11件（前年同月15件）、累計(4―4月)11件 (前年同期15件) 
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＊〔木 材〕原木は、建築材用のトドマツ、クロマツ等出荷がみられたが、全般的に需要が弱く

前年を下回る低調な動き。チップ材は、市況の悪化から需要が低迷する中、出荷量が一部地

区で前年比小幅増加するなど動きにバラツキがあった。価格は前年比高値で推移した。 

＊〔製 材〕建築資材等は、管外需要などから前年並の出荷となった地区もあったが、全般的に

需要が弱く動きは低調。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、本州産の大根、白菜、長ネギ、ニンジン、キュウリ等のほか、地物産のチンゲン

サイ、ホウレンソウ、小松菜、椎茸等が入荷し、価格は全般的にやや品薄がみられ高値傾向。

果物類は、本州産中心にリンゴ、柑橘類、イチゴ等が入荷し、価格は全般的に高値傾向。 

＊〔小売業〕 

 ・食料品は、コンビニで順調な客足や独自に開発した弁当、惣菜等の好調などから売上が前年

を上回った地区のほか、客足が落込み売上が前年を下回った地区など、地域間にバラツキが

あった。スーパーは客足が伸びずやや不調がみられ、一部地区のプレミアム商品券発売効果

も小さなものにとどまる一方、地元小売店ではその効果から売上がやや好調な動きとなった。 

 ・衣料品は、需要が弱く低迷を続ける一方、一部地区でプレミアム商品券発売効果などから入

進学関連商品等に前年を上回る需要もみられた。 

 ・耐久消費財の家電製品は、薄型テレビのほかエコポイントを狙った予約注文にやや好調な動

きがある一方、全般的に需要が伸び悩むなど一部地区で不調もみられた。家具製品は、新築

住宅減少による大型家具等需要の不振などから売上が前年を下回った。乗用車新車登録台数

は94台で、前年を42台下回った。その他､生活雑貨等では前年比売上減少が続く。 

 ・飲食業は、全般的に動きが弱い一方、宴会等にやや好調な客足もみられた。 

 ・その他、旅館業では宿泊客減少が目立つ。 
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（注）調
管内の倒産〕 

月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産発生件数はゼロとなった。(前年ゼロ) 

方、累計(1－4月)では前年同期比件数で1件上回り、負債額で15億7千万円下回る。 

月の苫小牧管内の倒産は、2件の負債額3億2千万円。前年比件数で横ばい、負債額で

億8千万円減少した。 

方、累計(1－4月)では前年同期比件数で2件、負債額で27億4千万円下回る。 

道内の倒産〕 

月の北海道の倒産は､56件の負債額145億8千万円。前年比件数で18件、負債額で75億

千万円減少した。 

全国の倒産〕 

月の全国の倒産は､1,329件の負債額5219億5千万円。前年比件数で114件増加し､負債

で1961億4千万円減少した。倒産件数は11ヵ月連続で前年を上回り､4月としては平成

5年以来6年ぶりに1,300件を上回った一方､負債額は8ヵ月ぶりに前年を下回った。 

用〕 

月の月間有効求人倍率は、前年比求職者数の減少があったものの、求人数の減少がこれ

上回り、0.01ポイントの低下となった。有効求人倍率は前年比18ヶ月連続で低下した。 

倒産・雇用状況 

その他 

生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

11  第52回 阪神牝馬ステークス                    （ＧⅡ） 

     ジョリーダンス号   (新冠町 錦岡牧場殿生産) 

18  第11回 中山グランドジャンプ                 （Ｊ・ＧⅠ） 

     スプリングゲント号  (様似町 堀弘康牧場殿生産) 

18  第40回 マイラーズカップ                          （ＧⅡ） 

     スーパーホーネット号 (浦河町 ガーベラパークスタッド殿生産) 

26  第44回 フローラステークス                         （ＧⅡ） 

     ディアジーナ号    (浦河町 南部功牧場殿生産) 

査区域：浦河地区、新ひだか町静内･新冠地区、新ひだか町三石地区、様似地区､えりも地区、広尾地区

５ 



 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成21年4月現在)                     (単位：人) 

人         口 世         帯 
町 村 別 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,761 -123 36 2,634 -4 34

日 高 町 14,047 -162 68 6,708 20 76

新 冠 町 5,884 -29 -17 2,618 32 18

新 ひ だ か 町 26,104 -347 112 12,313 20 90

浦 河 町 14,499 -256 161 7,091 -1 139

様 似 町 5,358 -102 4 2,333 -10 12

え り も 町 5,604 -82 33 2,212 3 23

広 尾 町 8,182 -62 62 3,483 21 41

大 樹 町 6,135 -141 -50 2,638 -13 2

日高･十勝地区合計 91,574 -1,304 409 42,030 68 435

札 幌 市 1,901,656 4,952 3,308 885,876 11,236 3,901

江 別 市 122,522 -578 178 52,947 346 253

石 狩 市 61,210 -144 19 25,988 356 78

北 広 島 市 60,849 -164 47 25,659 274 109

恵 庭 市 68,632 -35 149 29,942 323 272

千 歳 市 93,292 372 899 44,004 419 684

石狩地区合計 2,308,161 4,403 4,600 1,064,416 12,954 5,297

苫 小 牧 市 173,728 96 154 81,196 983 303

厚 真 町 4,911 -64 21 2,025 6 21

む か わ 町 9,860 -230 0 4,482 -58 0

胆振地区合計 188,499 -198 175 87,703 931 324

営業区域合計 2,588,234 2,901 5,184 1,194,149 13,953 6,056

(資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成21年4月)                          （単位：人、％） 

前年同月比 前 月 比 
 浦河職安 全 道

浦 河 全 道 浦 河 全 道

月 間 有 効 求 人 数 656 45,274 -10.26 -19.08 -3.67 -6.42 

月間有効求職者数 1,142 139,962 -8.86 14.29 0.53 8.91 

月間有効求人倍率 0.57 0.32 -0.01 -0.14 -0.03 -0.06 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成21年4月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 11 -4 0 

(新ひだか町～広尾町) 21/4～21/4 累計 11 -4 

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成21年4月)                       （単位：千万円、件） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地 区

苫小牧管内 2 32 0 -38 

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 

運輸通信業1件 

不動産業1件 

千歳市1件 

安平町1件 

北 海 道 56 1,458 -18 -757   

全   国 1,329 52,195 114 -19,614   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 

６ 



 

５ 浦河町・新ひだか町静内 金融機関預金･貸出金残高(平成21年4月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

118,740 -1.76 1.10 66,110 -1.91 -3.30 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町静内 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 21年4月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 519 -44.01 -30.05 

交換金額 934 -34.73 -7.16 

不渡り手形枚数 4 － -55.56 

不渡り手形金額 3 － -40.00 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数 

                                   （単位：台） 

21年4月の 登 録 21／1月～21／4月迄の累計 
町 名 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 13 -7 -12 62 -16 

新ひだか町 45 -3 -40 235 -13 

浦 河 町 17 -25 -20 90 -63 

様 似 町 7 -6 -7 36 -15 

え り も 町 12 -1 -10 49 -1 

合 計 94 -42 -89 472 -108 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  4月中の気象状況                           (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間

浦   河 5.3 114.5 222.0 0.5 145.5 116.8

広   尾 5.4 172.5 191.0 0.6 136.9 101.1

平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成21年4月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 - - - - - - 

新ひだか町三石 28,924 3.44 15,497 -4.27 44,421 0.61

浦 河 町 64,970 -0.91 30,418 -2.69 95,388 -1.49

様 似 町 23,766 -5.53 10,523 -5.33 34,289 -5.47

え り も 町 26,485 -0.40 11,907 -5.30 38,392 -1.98

広 尾 町 31,843 -2.66 13,208 1.84 45,051 -1.38

＊ 広尾町は21年3月分                             (資料出所：各町) 

 

７ 



 

 

 

～馬 の日 高 史 （馬 産 地 への道 ）～ 
            ※日高支庁ＨＰ 馬文化ひだか：馬を知る：馬の日高史 より 
 
◆ 馬産地日高の誕生 
 
   日高は、北海道の中では気候も温暖で雪も少ない地域である。また、濃霧発生地帯であり、火山灰地が厚く 
  被覆している。そのため、農業としては普通作目よりむしろ畜産に適しており、古くから馬産地として位置付け 
  られてきた。 
   日高の馬産の起源は、文化年間（1804～18 年）の駅馬の配置に始まるとされる。安政5 年（1858 年）には幕 
  府が元浦河に馬牧を設置した。馬牧は明治になって廃止されたが、収容馬約500 頭は三石・浦河・様似など 
  の民間人に貸与された。その後、明治5 年（1872 年）には、小型馬を大型化して広い用役に適応する改良を 
  認めた当時の開拓使・黒田清隆によって「新冠牧場」が開設された。新冠・静内にまたがる約6700 町歩のそ 
  の土地にはミヤコザサなどの野草が繁茂しており、放牧にも好都合だったのである。新冠牧場が整うまでに 
  約16 年を要しているが、この間に大きな役割を果たしたのが、開拓使雇いのアメリカ人、エドウィン・ダンであ 
  る。新冠牧場は彼の設計による近代的な西洋式牧場であった。厩舎・官舎・見回舎・牧柵などの施設をはじ 
  め、静内方面に広大な飼料畑を開墾するなど、北海道馬産政策の拠点として整備した。また、馬に深刻な被 
  害をもたらしていた北海道狼を駆除したのもダンであった。 
  明治15 年（1882 年）に開拓使が廃止となると、新冠牧場は明治17 年（1884 年）に御料牧場となった。御料牧 
  場の目的は、西洋文化にならって皇室が行幸の際に馬車を利用するための馬の生産であり、また、交通運搬 
  手段、農耕用に使う大型馬匹の需要に応えるためであった。3 年後にはこの牧場にサラブレッド種が輸入さ 
  れ、日高地方の軽種馬生産に大きな影響を与えた。 
 
◆ 戦前の馬政計画と日高 
 
   戦前の馬政は、『富国強馬（武市銀次郎著）』の名の如く、軍馬改良を目標としていた。明治初期の日本の馬 
  は、在来馬で小型であった。日清・日露の両戦役、さらに北辰事変などで、外国馬に比べ日本馬があまりにも 
  お粗末なことを思い知らされた政府は、馬政計画を立てて馬の改良に取組んだ。軍馬の改良としては、性質 
  がおとなしく力のある速い馬というのが目標だったが、戦前の競馬振興も軍馬改良のためである。 
  軍馬にはなりにくいサラブレッドがどうして軍馬改良に役立ったのだろうか。サラブレッドは軍馬改良のため 
  の原々種となるほか、競馬が馬の売買を活発にし、飼養管理の改善や乗馬技術を向上させるからである。馬 
  政計画では、全国馬産地を役種別に乗馬産地、輓馬産地、小格輓馬産地、重輓馬産地に分け生産奨励を行 
  ったが、乗馬産地として日高が指定され、さらに「重なる種の血統」として第一位にサラブレッドがあげられ 
  た。そして第一次馬政計画に基づき、明治40年（1907年）に馬の改良と馬産振興を図る「日高種馬牧場」が浦 
  河町に開設され、今日の馬産地日高の基礎が作られたのである。 
  この種馬牧場設置の立役者となったのが、当時の浦河（現日高）支庁長だった西忠義である。西は、明治35 
  年（1902年）の支庁長就任当時から農林省や宮内省への積極的な誘致活動をおこない、種馬牧場の日高へ 
  の誘致に成功したのである。日高種馬牧場は大正5年（1916年）にほぼ完成し、終戦の昭和20年（1945年） 
  までに 2300余頭の生産をおこない、候補種牡馬779頭、繁殖牝馬475頭を送り出した。昭和21年（1946年） 
  には「日高種畜牧場」に名称が変更となり、その後は産業用馬の原々種馬や競馬用の種牡馬生産、さらには 
  緬羊の増殖などの時代を経て、昭和40年代からは乳牛の改良のみを任務とするようになった。 
 
◆ 日高における馬産の確立 
 
   日高地方は戦前から馬産地としての指定を受け、サラブレッドが飼養されていた。しかしながら、戦前のサ 
  ラブレッド生産では下総御料牧場（千葉）と小岩井農場（岩手）が「横綱的存在」であり、日高地方では長い間、 
  馬産そのものが農業の主流をなすことはなかった。当時の日高農業の中心は、大豆・小豆・あわ・そば・馬鈴 
  薯などに大麻・藍・漆などの工芸農産物を加えたものであった。そして戦後もしばらくは戦前の農業形態であ 
  ったし、軽種馬を飼養する農家も序々に増えたが、多くは少頭数飼養の副業的経営であった。 
  戦後、競馬は復興した。昭和29年（1954年）には中央競馬会が設立され、次いで日本軽種馬協会が発足し、 
  軽種馬生産の土壌があった日高は一気に競走馬生産のウエイトを高めていく。1960年代には競馬ブームが 
  起こり、競馬産業は未曾有の拡大を遂げた。この時期の競馬ブームこそ、日高地方の農業構造を激変させ、 
  日高が「サラブレッドのふるさと」として全国に名を轟かせるようになった要因である。日高支庁管内での農業 
  粗生産額における軽種馬の割合は、1965年には約20％だったのが 70年には一挙に 60％となり、軽種馬が 
  主役に踊り出た。伝統的な農産物の将来性に陰りが見えはじめ、70年代に米の生産調整（減反）が始まった 
  こともこれに輪をかけた。さらに、繁殖牝馬の｢仔分け制度｣や種牡馬の｢シンジケート｣という特殊な生産関係 
  も一因である。これらの制度により、個人で牝馬や種馬に大金を支払うというリスク無しに軽種馬生産に携わる 
  ことが可能となり、一攫千金の夢を追う風潮が醸成された。その結果、日高地方の水田の多くが牧草地や馬の 
  パドックに代わったのである。 
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※ 「投資信託窓口販売」を開始しました。 
 

  投資信託窓口販売は、今年2 月2 日より本店営業部、静内支店、札幌支店の 3 店舗で取扱いを開 

 始し、6 月1 日からは全店で取扱いができるようになりました。 

  当金庫では、現在8 銘柄を取り揃えております。お気軽に各支店窓口へご相談ください。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 
 

※ 「医療保険」、「ガン保険」を取扱いしています。 

お客さまにあったプランをお選びいただけます。  
 
   医療保険 ： 取扱い商品名～・健康のお守り  （損保ジャパンひまわり生命保険㈱） 

                      ・EVER セレクトプラン  （アメリカンファミリー生命保険会社） 

   ガン保険 ： 取扱い商品名～・ｆ （フォルテ）  （アメリカンファミリー生命保険会社） 

                      ・がん治療支援保険  （東京海上日動あんしん生命保険㈱） 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 
 

※ 全国信用金庫協会では、しんきん『ありがとうの手紙』を募集しています。 
 
  信用金庫は、相互扶助の精神のもと、地域と歩み、地域の皆さまの力になるために、中小企業や商 

 店街、地場産業の事業再生や経営相談、街の清掃活動をはじめとする社会貢献活動を通じて、地域 

 の皆さまとの｢きずな｣を深めてまいりました。 

  今年も6月15日の｢信用金庫の日｣に、地域の、そして家族との｢心と心の結びつき｣をもっと深めて 

 いただくために、第3 回｢しんきん『ありがとうの手紙』キャンペーン｣を実施します。 

  あなたが伝えたい、大切な人への｢ありがとう｣。人と人、心と心をつないでくれる、感謝する気持ち 

 を大切にしたいから、心の中にしまったままの大切な人への｢ありがとう｣をいま、手紙の中で伝えて 

  みませんか。 

   テ ー マ ： ｢あなたが伝えたい、大切な人への“ありがとう”｣ 

   応募方法 ： 800 字以上1200 字以内の手紙 

   応 募 先 ： 全国信用金庫協会  

   募集期間 ： 平成21 年6 月15 日(月)～9 月2 日(水) 

   賞 品 ： ありがとう大賞・・・・・・・ギフト券  30 万円（ 1 名様） 

            しんきん賞・・・・・・・・・ギフト券  10 万円（ 5 名様） 

            ふれあい賞・・・・・・・・ギフト券   5 万円（10 名様） 

            まちのえがお賞・・・・・ギフト券  3 万円（15 名様） 

             地域のきずな賞・・・・・ギフト券  1 万円（40 名様） 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 
 

※  当金庫ＡＴＭコーナーでの携帯電話使用を全面的に禁止とさせていただいています。 
 

  全国的に振り込め詐欺・還付金詐欺等の被害が発生する中、最近は携帯電話を利 

 用し振込を指示する手口が多発しております。このため、当金庫ではＡＴＭコーナー 

 での携帯電話の使用を全面的に禁止とさせていただいています。 
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ATM 本   店 〒057-

ATM 堺町支店 〒057-

ATM 静内支店 〒056-

ATM 山手支店 〒056-

ATM 三石支店 〒059-

ATM 様似支店 〒058-

ATM 大通支店 〒058-

ATM えりも支店 〒058-

ATM 広尾支店 〒089-

            札幌支店 〒060-

 

ATM営

 

土曜日ATM稼動店：

土

日曜･祝日ATM稼動

日曜

 

浦河役場内ATM 浦

店

浦河赤十字病院内A

店

パセオ堺町店内AT

店外ATM営業時間

マックスバリュー静内

店外ATM営業時間

歌笛出張所ATM 日

店外ATM営業時間

 

 

 

 

 

〒

 

ひだかしんきん営業のご案内 

0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

0024 日高郡新ひだか町静内山手町4丁目6の13  ☎（0146）42-5611 

3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

0026 様似郡様似町本町2丁目129の1      ☎（0146）36-3325 

0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

0004 札幌市中央区   ☎（011）200-7070 

業時間 平日8：45～18：00 山手9：00～15：00

本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･大通支店・えりも支店･広尾支店 

曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

店：本店･静内支店 

･祝日ATM営業時間 9：00～17：00

店外ATM 

河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

TM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

外ATM営業時間 平日9：00～18：00

M 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00

店ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

 平日10：00～19：00 土曜･日曜・祝日9：00～19：00

高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 
 

経営統轄本
057-0013 浦河郡

電話 (014

FAX (014

URL http://w
北4条西5丁目1―4   

三井生命札幌共同ビル4階
部調査課 
浦河町大通2丁目31の2   

6)22-4116 

6)22-0994 

ww.shinkin.co.jp/hidaka/ 


